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1)2003年から 2017年の間に 36例の PCR陽性者（ケース）と 83例の PCR陰性者（83例）が同定された。 
2)ニューモシスチス肺炎を疑うエピソードの前にサラゾスルファピリジンを内服していたケースはい
なかったが、18例のコントロールが内服しており、サラゾスルファピリジン内服の PCR陽性に対する調
整オッズ比は 0.087（95%信頼区間  <0.001-0.789）であった。 
3)ST合剤等のニューモシスチス肺炎予防薬内服者を除いて行った感度分析においても、調整オッズ比で





































平成 30 年 12 月 26 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
-３ 
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
